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2009年1月10日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大泉高校桜の木を守る会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　関 馨（せき かおる）

　現在東京都で検討されている都立大泉高等学校の改築案（2010年4月着工予定）は、校舎改築工事に支障があるとのことで長年地元区民にも親しまれてきた桜並木をはじめ校内の多くの樹木を伐採することを前提として進められていることが分かりました。

　私ども大泉高校卒業生有志は、この改築工事に伴う桜並木をはじめとする樹木の伐採を中止し、樹齢５０年以上の貴重な桜並木を保存していくことを東京都および練馬区に強く働きかけていくために「大泉高校の桜の木を守る会」を発足させました。
お蔭様で桜並木につきましては保存されることになりましたが、校庭周囲及び校舎周囲の桜の大木をはじめとする多くの樹木につきましては、いまだ方針がはっきりしておりません。大切な自然環境を保護し後世に伝えていくことは私どもの義務とも考えており、大泉高校敷地内の樹木につきまして、原則として、現況のまま保存することを東京都議会長宛および練馬区議会長宛に陳情書を提出いたしました。
　この陳情には大泉高校卒業生や在校生、教職員等の同校関係者のみならず地元住民、地元企業、地元商店会、あるいはそのご家族、友人、知人等、心ある方々の署名が大変有効であるとのことで、ここに多くの皆様に本趣旨をご理解を頂き、ご支援の署名をお願いする次第であります。
　なお、本署名簿はここに記載された目的以外には使用しないことをお約束いたします。

 署名につきましては住所、氏名をお願いします。自署の場合は印は不要ですが、自署でない場合は押印願います。練馬区議会議長宛陳情におきましては練馬区民でなくても有効ですし東京都議会議長宛陳情におきましても東京都民でなくても有効です。
以上　　心よりよろしくお願いする次第であります。

